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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　 (1) 　本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告 1984 年版Ｑ．７０３に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加事項等

　 (1) 　本標準が上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、先行して記述している項目はない。

　 (2) 　本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。

 (a) 　リンク状態信号ユニットの内、ＬＩ＝２の場合

 (b) 　信号ユニットのシーケンス制御において、連続する３個の信号ユニットの内のどの２つの信号

ユニットにでも誤りがあった場合は後続の信号ユニットを破棄すること。

 (c) 　初期設定状態表示信号の内のＳＩＮ（Status Indication “Normal alignment”）について

 (d) 　プロセッサ障害について

上記項目を削除した理由は、

　(a)については、ＩＴＵ－Ｔ勧告においても具体的な記述がなく、ＴＴＣとしても特別な用途がな

いと判断した。

　(b)については、ディジタル伝送路上に構築された信号リンクであるため、伝送路上のビット誤り

については充分検出可能と考えられ、また、他の手順によっても早期にリンク障害の検出が可能で

あると判断した。

　(c)については、ノーマルとエマージェンシの区別が具体的に差異がないこと、及びいずれの場合

においても、ＳＩＥにより緊急初期設定が可能であると判断した。

　(d)については、プロセッサ障害とリンク障害とを特に区別して初期設定する必要性がないと判断

した。

　 (3) 　本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し下記の項目を追加している。

 (a) 　2.3.10 節　「優先度（PRI:PRiority Indicator）」

　上記項目を追加した理由は、ＭＴＰレベルで信号送出に優先順位を付与する場合を考慮した。

 (b) 　2.5 節　「信号送出契機」

 (c) 　5.2.2 節　「信号ユニットのシーケンス制御における確認応答を待たずに送出できるＭＳＵのア

ウトスタンディング数」

 (d) 　5.2.2 節　「信号ユニットのシーケンス制御」において、「受信ＦＩＳＵまたはＭＳＵのＦＩＢ

が最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと異なる場合は、この信号ユニットは破棄される。」

 (e) 　5.2.2 節　「信号ユニットのシーケンス制御」において、「重複ＭＳＵの受信時には、否定応答

を返送する。」

 (f) 　5.3.1 節　「応答遅延過多」の検出のため、新たに「監視タイミングＴl」を定義

 (g) 　8.2.3 節　「信号ユニット誤り率監視」のため、新たに「監視タイミングＴｅ」を定義し、これ

による監視方法を記述した。

 (h) 　その他、レベル２で用いる各種タイミング定数について値を示した。

上記項目を追加した理由は、

　(a)については、信号中継局を網内に持つ既存網に対する信号フォーマット上の整合性に配慮する

とともに、網間においても優先送信の必要な場合があると判断したことによる。但し、このフィー

ルドを用いない方法についても考慮した。

　(b)については、信号システムの安定した動作を確保するため、信号送出契機を標準化することが

必要と判断した。
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 (c)については、信号システムのリソースの有効利用を図るため、127 を越えない範囲でアウトスタ

ンディング数を定義しておくことが必要と判断した。 

 (d)については、信号ユニットのシーケンス制御における誤り検出機能を強化する上で必要と判断し

た。 

 (e)については、信号ユニットの再送契機を早めるために有効であり、誤り訂正機能を強化するもの

であると判断した。 

 (f)については、一般的な応答遅延過多検出機構に必要なタイミングであると判断されたことによる。

なお、この監視タイミングＴ lを用いた方法は、伝送路の雑音特性に着目した監視方法であり、伝送

速度に依存せず適用できるものである。 

 (g)については、一般的な信号誤り率監視機構に必要なタイミングであると判断した。 

 (h)については、ＩＴＵ－Ｔ勧告においても各種定数が範囲値として示されているが、国内網におけ

る信号システムの稼働状況により、一定の指標を示すことが必要と判断した。 

  (4)  下記の項目については、ＩＴＵ－Ｔ勧告において複数の選択肢があるものであり、ＴＴＣとしては、

次の理由により標準化したものである。 

 (a)  ５節 「誤り訂正方式」として、「基本誤り訂正方式」を標準とした。 

 本項目を標準化した理由は、本信号システムが大陸間に適用するものでないこと、及び衛星経由

の信号リンクを対象としないものであることによる。 

  (5)  ＩＴＵ－Ｔ勧告において国別扱い（National Matter）になっているものをＴＴＣとして標準化したも

のは次のとおりである。 

 (a)  2.3.3 節 「信号長表示（LI:Length Indicator）」について「62 オクテットを越える場合は、常に

ＬＩ＝63 とセットされる。」とした。 

 (b)  2.3.8 節 「信号情報部（SIF:Signal Information Field）」について、「ＳＩＦの取り得る長さの範

囲を２オクテットから 272 オクテットまでの整数オクテットである。」とした。 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

 第１版 昭和 62 年４月 28 日 制 定 

 第 1.1 版 

 

昭和 62 年７月 15 日 ＳＤＬが本文と不一致のため、Ｐ９１，９３，９５

～９８，１００，１０５～１０９のＳＤＬの誤記を

訂正 

 第２版 平成元年 11 月 29 日 ＳＤＬ（ＴＸＣ部）の一部修正 

 第３版 

 

１９９４年４月２７日 レベル２定数値の見直し（Ｔ１の追加及び定数値の

見直し）及び誤記訂正 

 

４．工業所有権 
本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 
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１．概　説

1.1　はじめに

1.1.1　信号リンク機能は、信号データリンクを介し、隣接する相手局との間で、信号メッセージの転送を

行うことである。高位のレベルから信号リンクへ与えられる信号メッセージは、可変長の信号ユニッ

トの形をとる。信号ユニットには、生の情報の他に、信号リンクの正常な動作を保証するために、転

送制御情報が含まれる。

1.1.2　信号リンク機能部は、以下に示す７つの機能を有する。

 (1) 　信号ユニットの識別

 (2) 　信号ユニットの同期とり

 (3) 　信号ユニットの誤り検出

 (4) 　信号ユニットの誤り訂正

 (5) 　信号リンクの初期設定

 (6) 　信号リンクの誤り監視

 (7) 　フロー制御

1.2　信号ユニットの識別及び同期とり

信号ユニットの開始及び終結は、フラグ（‘０１１１１１１０’の８ビット・パタン）で示される。

フラグと同一のパタンが、情報として信号ユニット内に現れることが、可能なように、ある手段（節

3.2）が講じられる。

７個以上の連続する‘１’を受信するか、受信信号ユニットの長さが制限を越えると、信号ユニット

の同期がはずれ、この後正常フラグにより同期を確立するとともに、同期確立までの間信号ユニット誤

り率監視（ＳＵＥＲＭ）に誤りとして報告する。

1.3　信号ユニットの誤り検出

誤り検出は、各信号ユニットに付与された１６ビットの誤り検出符号により行われる。この符号は、

発側信号リンク端末において、一定のアルゴリズムに従い、開始フラグの次のビットから、誤り検査符

号のビットまでの情報に対し、演算を加えることにより生成される。着側信号リンク端末では、受信し

た誤り検査符号とその前のビットに対し、上記のアルゴリズムに対応する規則で演算を加える。この結

果にもし矛盾が生ずれば、その信号ユニットは誤りと判定され、破棄される。

1.4　信号ユニットの誤り訂正

本信号方式では基本誤り制御方式を適用する。

誤り訂正は、確認応答か否定応答かの判定を行い、否定応答の場合に再送を行うことにより実現され

る。本信号方式における誤り訂正方式は、概略、以下の通りである。発側において、送出済みの有意信

号ユニットは、確認応答が届くまでの間、再送用バッファに保持される。もし、否定応答の場合には、

新しい信号ユニットの送出は中断され、否定応答のあった有意信号ユニット以降の全有意信号ユニット

が、最初の送出と同一順序で再送される。

1.5　信号リンクの初期設定

初期設定手順は、新設リンクの（例えば、電源投入後の）初期化及び障害と検出されたリンクの再開

のための初期化の両方に用いられる。この手順は、関連する相手局との間で状態表示信号の交換と、一

定期間の信号リンク検証を行う。信号リンクの初期設定は、リンク対応に行われる。
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1.6　信号リンク誤り監視

信号リンク誤り監視法には、次に述べる２種がある。１つは、運用中の信号リンクに対するもので、

運用不可と判定する基準値を有する。もう１つは、初期設定の検証状態にあるリンクに対するもので、

検証完了と判定する基準値を有する。これらはそれぞれ、信号ユニット誤り率監視（ＳＵＥＲＭ：

Signal Unit Error Rate Monitor）、初期設定用誤り率監視（ＡＥＲＭ：Alignment Error Rate Monitor）と呼

ばれる。

信号ユニット誤り率監視（ＳＵＥＲＭ）は、リーキー・バケット（leaky bucket）の原理に基づく監視

法であり、１つの上昇／下降カウンタにより実現される。

初期設定用誤り率監視（ＡＥＲＭ）は、１つの上昇カウンタにより実現される。

1.7　リンク状態制御

リンク状態制御は、他の信号リンク機能の制御を行うものである。リンク状態制御部を中心とするレ

ベル２のブロック間インタフェースを、図１－１／ＪＴ－Ｑ７０３に示す。これは機能ブロックの分割

を示したものであり、インプリメンテーションとは、必ずしも対応しない。

1.8　フロー制御

フロー制御は、信号リンクの着信側で輻輳が検出された時に開始され、リンク状態信号によって相手

局へ通知される。また受信した有意信号ユニットに対する確認応答は留保される。

輻輳が解消した時、受信した有意信号ユニットに対する確認応答は再開されるが、輻輳が継続してい

る間、相手局は輻輳状態を周期的に通知される。また、相手局では、輻輳状態が長びく場合リンク障害

とみなす。

２．基本信号フォーマット

2.1　概　説

ユーザ部からの信号情報は、信号ユニットの形で信号リンク上に送出される。信号ユニットで、運ば

れる情報は、有意信号ユニットの場合には、ユーザ部で、又、リンク状態信号ユニットの場合には信号

リンク機能部でそれぞれ生成される。信号ユニットは、信号情報を運ぶ可変長フィールドと、信号転送

制御情報を運ぶ固定長フィールドより構成される。

2.2　信号ユニット*種別

信号ユニットには、次の３種が存在する。

(1) 　有意信号ユニット（ＭＳＵ：Message Signal Unit）

(2) 　リンク状態信号ユニット（ＬＳＳＵ：Link Status Signal Unit）

(3) 　フィル・イン信号ユニット（ＦＩＳＵ：Fill In Signal Unit）

これら３種は、各信号ユニットに含まれる信号長表示により区別される。ＭＳＵは再送されるが、Ｌ

ＳＳＵ及びＦＩＳＵは再送されない。

各信号ユニットのフォーマットを図２－１／ＪＴ－Ｑ７０３に示す。

＊　信号ユニットとは開始フラグから終結フラグまでをいう。
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2.3　信号ユニット・フィールドの機能及びコード化

2.3.1　概　説

信号転送制御情報は、誤り制御及び信号ユニット同期とりのための８種類の固定長フィールドから

成る。

また、フロー制御（優先度処理）用に１つの固定長フィールドがある。

2.3.2　フラグ（Ｆ：Ｆｌａｇ）

フラグは、‘０１１１１１１０’なる８ビットのパタンである。開始フラグは、信号ユニットの開

始を示し終結フラグは信号ユニットの終結を示す。開始フラグは直前の信号ユニットの終結フラグを

兼ねる場合もある。

2.3.3　信号長表示（ＬＩ：Length Indicator）

これは、３種の信号ユニットの識別に用いられる。即ち

＝０ ：　フィルイン信号ユニット（ＦＩＳＵ）

ＬＩ　　＝１ ：　リンク状態信号ユニット（ＬＳＳＵ）

≧３ ：　有意信号ユニット（ＭＳＵ）

ＭＳＵの場合、ＬＩはＰＲＩの直後から誤り検査符号（ＣＫ：Check bits）の直前までのオクテッ

ト数を示し、３から６３までの２進数で表わされる。その部分が、６２オクテットを越える場合、常

にＬＩ＝６３とセットされる。

2.3.4　サービス・オクテット（ＳＩＯ：Service Information Octet ）

サービス・オクテットは、サービス表示（ＳＩ：Service Indicator）とサブ・サービス表示（ＳＳ

Ｆ：Sub Service Field ）から構成され、これはＭＳＵにのみ含まれる。

ＳＩは、信号情報と特定のユーザ部とを対応させるのに用いられ、ＳＳＦは、対応するユーザ部に

おける仕様に従って規定される。

2.3.5　シーケンス番号

次の２種が存在する

・順方向シーケンス番号（ＦＳＮ：Forward Sequence Number）

・逆方向シーケンス番号（ＢＳＮ：Backward Sequence Number）

ＦＳＮは、送出される信号ユニットのシーケンス番号を示し、０から１２７の範囲を循環してとる

２進符号で表わされる。一方、ＢＳＮは、応答として返す受信信号ユニットのシーケンス番号を示す。

（５章を参照）

2.3.6　状態表示ビット

次の２種が存在する。

・順方向状態表示ビット（ＦＩＢ：Forward Indicator Bit）

・逆方向状態表示ビット（ＢＩＢ：Backward Indicator Bit）

これらは、シーケンス番号とともに用いられて信号ユニットのシーケンス制御及び確認応答／否定

応答の判定に使用される。（５章を参照）

2.3.7　誤り検査符号（ＣＫ：Check bits）

これは、誤り検査用に各信号ユニットに付与される１６ビットの符号である。
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2.3.8　信号情報部（ＳＩＦ：Signal Information Field）

これも、ＭＳＵに対してのみ使用される。

信号情報の種別及びそのコード化は、それぞれのユーザ部で規定される。

ＳＩＦの取り得る長さの範囲は２オクテットから２７２*オクテットまでの整数オクテットである。

＊：２７９－７（Ｆ，ＢＩＢ．ＢＳＮ，ＦＩＢ．ＦＳＮ，ＰＲＩ．ＬＩ，ＳＩＯ，ＣＫ）

2.3.9　リンク状態表示（ＳＦ：Status Field）

リンク状態信号ユニット（ＬＳＳＵ）にのみ使用される。種別及びコード化は、９章に示される。

2.3.10　優先度表示（ＰＲＩ：PRiority Indicator）

これは、有意信号ユニット（ＭＳＵ）においてのみ、使用される。ＰＲＩは、２ビットで表現され、

優先度の高い方から１１，１０，０１、００とする。

なお、ＰＲＩを設けずに（固定値００を設定）送信することも可能である。

2.4　ビット送出順序

前節（節 2.3）で示した各フィールドは、図２－１／ＪＴ－Ｑ７０３に示す順に送出される。また、

各フィールド（又はサブフィールド）内では、最下位のビットから送出される。ただし、誤り検査符号

（１６ビット）は、生成順に最上位ビットより送出される。４章を参照。

2.5　信号送出契機

ＦＩＳＵ：運用中で、ＭＳＵがない場合に再送契機を早めるとともに相手局確認待バッファの早期解放

等のため周期的に送出される。送出周期は 11 章に示す。

ＬＳＳＵ：リンクの初期設定、レベル２フロー制御時送出される。送出周期は 11 章に示す。

ＭＳＵ　：レベル３からの要求により送出される。

３．信号ユニットの識別

3.1　フラグ

信号ユニットは開始フラグを含む。開始フラグは、通常その直前の信号ユニットの終結フラグを兼ね

る。信号リンク端末が過負荷状態の場合、信号ユニット間に複数個のフラグを挿入してもよい。

3.2　ゼロ挿入・除去

フラグと同一のビットパタンが、信号ユニットの開始・終結両フラグ間に現われる場合、着側で、そ

れをフラグと誤らぬよう以下の手段を設ける。即ち、発側信号リンク端末では、‘１’が５個連続した

場合には、その直後に強制的に‘０’を挿入する。一方、着側信号リンク端末では、５個連続する

‘１’が現われた場合、その直後のビットが‘０’であれば、それを強制的に除去する。この２つの操

作により、信号ユニットの情報転送に対するビット透過性が得られる。

４．信号受信手順

4.1　信号ユニットの受信

4.1.1　フラグがその直後に別なフラグを従えないとき、開始フラグと見なされる。開始フラグの受信によ

り、信号ユニットが開始し、次のフラグ（即ち終結フラグ）の受信により、その信号ユニットは終了

する。



- 5 - ＪＴ－Ｑ７０３

4.1.2　連続する７個以上の‘１’を受信すると、誤り率監視に対し、誤りの旨が報告され、フラグ受信待

となる。

4.1.3　透過性を保証するために挿入された‘０’を除去し、信号ユニット長が８ビット（オクテット）の

倍数でかつ６オクテット以上であることが検査される。もし、この条件が満足されない場合誤り率監

視に対し、誤り報告が行われる。

また、終結フラグを受信する前に２７９
＊　

オクテットを越えて受信されると、同様に誤りの報告が

行われる。上記いずれの場合にも、正常な信号ユニットの待状態になる。

＊：２７２＋７である。

4.2　誤り検査

本方式で用いる誤り検査符号（ＣＲＣ：Cyclic Redundancy Check Code）は、巡回符号の１つであり、

次のようにして生成される。

信号ユニット内の開始フラグの直後からＣＲＣの直前までのＫビットの情報を示す多項式をＧ(X) と

する。この時、誤り検査符号Ｇ(X) は、Ｘ
１６

Ｇ(X) とＸ
ｋ　

（Ｘ
１５
＋Ｘ

１４
＋…＋Ｘ＋１）の和を、生成多

項式Ｐ(X) ＝Ｘ
１６

＋Ｘ
１２

＋Ｘ
５　

＋１で除した剰余に、Ｘ
１５
＋Ｘ

１４
＋…＋Ｘ＋１を加えたもの（ただし、

演算はすべてモジュロ２）で与えられる。ここでＧ(X) にはビット透過性保証のために挿入される

‘０’は含まれない。

着側では、次のようにして誤り検査が行われる。

受信した信号ユニットから、透過性確保のために挿入された‘０’を除去した後の情報を示す多項式

Ｆ(X) と、受信した誤り検査符号Ｄ(X) について

Ｘ
１６

＋｛Ｘ
１６

Ｆ(X) ＋Ｄ(X) ＋Ｘ
ｋ　
（Ｘ

１５
＋Ｘ

１４
＋…＋Ｘ＋１）｝

を生成多項式Ｐ(X) で除算する。この結果、剰余が

Ｘ
１２

＋Ｘ
１１
＋Ｘ

１０
＋Ｘ

８　
＋Ｘ

３　
＋Ｘ

２　
＋Ｘ＋１

に等しくなるか否かにより、受信した信号ユニットの正誤が判定される。

なお、検査符号（ＣＲＣ）のプリセット値は“１”である。

注）

1
)(

)1( 238101112
141516

+++++++=++++ XXXXXXX
XP

XXXX
の剰余

･･･
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５．基本誤り訂正方式

5.1　概　説

基本誤り訂正方式は、再送によって達成されるノンコンペルト方式である。

誤り訂正は、基本的には、再送によって達成される。再送が正常に行われる場合、信号の順序逆転、

多重受信、紛失が生じないことが保証されている。そのときユーザ部では、信号の並べ換え、多重受信

発生の処置等は不要である。

有意信号ユニット（ＭＳＵ）の正常受信を示すために、確認応答が返送される。一方、ＭＳＵが誤っ

て受信されたことを示すために否定応答が返送され、再送が要求される。

再送数とＭＳＵ送信の遅れを最小にするため、再送要求は例えば、伝送誤りや障害等で消滅したＭＳ

Ｕがあるときのみ、行われる。

したがって、送出済みであるが、確認応答を受けていない有意信号ユニット（ＭＳＵ）は、再送用に

保持しておく必要がある。もし再送要求が生じると、再送要求を受けたＭＳＵとそれに続く送出済みの

全ＭＳＵは、最初と同一の順序で再送される。

誤りの訂正のために、各信号ユニット内の順方向及び逆方向シーケンス番号（ＦＳＮ及びＢＳＮ）と、

順方向及び逆方向状態表示ビット（ＦＩＢ及びＢＩＢ）が用いられる。誤り訂正手順は、送受各方向で

独立に行われる。即ち相手局へ向かうＭＳＵは、その信号ユニット内のＦＳＮ及びＦＩＢと、相手局か

ら入ってくる信号ユニット内のＢＳＮ及びＢＩＢとにより制御されるのに対し、相手局から入ってくる

ＭＳＵは、それとは独立に、それに含まれるＦＳＮ及びＦＩＢと、自局から送出する信号ユニットに含

まれるＢＳＮ及びＢＩＢとにより制御される。再送時、又は、ＭＳＵに付与されるＦＳＮの値が、瞬時

的な高負荷あるいは確認応答の紛失等により、底をついた場合、新しいＭＳＵの送出は、一時待たされ

る。

信号リンクが正常で、かつ新しいＭＳＵ又は再送されるＭＳＵが存在しない時、11 章で規定された周

期でフィルイン信号ユニット（ＦＩＳＵ）が送出される。

5.2　応　答（確認応答と否定応答）

5.2.1　シーケンス番号

信号ユニットのシーケンス制御及び確認応答・否定応答を行うために、２種のシーケンス番号、即

ち順方向シーケンス番号（ＦＳＮ）と逆方向シーケンス番号（ＢＳＮ）が用いられる。ＦＳＮはシー

ケンス制御のために、一方ＢＳＮは、確認応答・否定応答のためにそれぞれ用いられる。

有意信号ユニット（ＭＳＵ）のＦＳＮのとる値は、直前に送出した信号ユニットのＦＳＮに１を加

えて（モジュロ１２８）得られる。一旦、ＦＳＮの値が定まると、それを含むＭＳＵは、着側に正し

い順序で誤りなく受信されるまで、ＦＳＮの値により他のＭＳＵと区別される。

有意信号ユニット以外の信号ユニット、即ちフィルイン信号ユニット（ＦＩＳＵ）及びリンク状態

信号ユニット（ＬＳＳＵ）のＦＳＮは、最後に送出された有意信号ユニット（ＭＳＵ）のＦＳＮと等

しい値に設定される。
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5.2.2　信号ユニットのシーケンス制御

各ＭＳＵ内のサービス・オクテット（ＳＩＯ）、信号情報部（ＳＩＦ）及び順方向シーケンス番号

（ＦＳＮ）の内容は、確認応答が返るまで、発側信号リンク端末に保持される。その間、同一値のＦ

ＳＮを他のＭＳＵに使用することはできない。即ち同一値のＦＳＮは、それよりも１以上大きい（モ

ジュロ１２８）値のＢＳＮを有する確認応答が返送された後でなければ、新しいＭＳＵに付与するこ

とができない。

確認応答を待たずに送出できるＭＳＵの数はアウトスタンディング数（４０）の範囲内である。

一方、着側信号リンク端末では、誤り検査符号（ＣＲＣ）のチェックにより正常と判定された信号

ユニットのＦＳＮを、最後に正しく受信した信号ユニットのＦＳＮと比較、また受信ＦＩＢと最後に

送出した信号のＢＩＢの比較を行う。また、ＭＳＵとその他の信号ユニットとを切り分けるため、信

号長表示（ＬＩ）を調べる。

 (1) 　ＦＩＳＵ（フィルイン信号ユニット）を受信した時

 (a) 　受信ＦＩＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと等しくかつ、受信ＦＩＳＵ

のＦＳＮが、正しく受信した最後の信号ユニットのＦＳＮと等しければ、その信号ユニットは

メッセージ転送部で処理される。

 (b) 　受信ＦＩＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと等しくかつ、受信ＦＩＳＵ

のＦＳＮが、正しく受信した最後の信号ユニットのＦＳＮと異なる時、受信した信号ユニットは、

メッセージ転送部で処理される。この時、否定応答が返送される。

 (c) 　受信ＦＩＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと異なる場合、この信号ユ

ニットは破棄される。

 (2) 　ＬＳＳＵ（リンク状態信号ユニット）を受信した時

　メッセージ転送部内で処理される。

 (3) 　ＭＳＵ（有意信号ユニット）を受信した時

 (a) 　受信ＭＳＵのＦＩＢが、最後に送出した信号ユニットのＢＩＢと等しくかつ、受信ＭＳＵのＦ

ＳＮが、正しく受信した最後の信号ユニットのＦＳＮよりも１大きい（モジュロ１２８）時には、

そのＭＳＵは受理され、レベル３へ転送される。と同時に次に送信する信号ユニットで確認応答

が発側へ返される。

 (b) 　受信ＭＳＵのＦＩＢが、最後に送出した信号ユニットのＢＩＢと等しくかつ、受信ＭＳＵのＦ

ＳＮが、上記 (a)で述べられた以外の値をとる時には、そのＭＳＵは破棄される。この時、否定

応答が返送される。

 (c) 　受信ＭＳＵのＦＩＢが、最後に送信した信号ユニットのＢＩＢと異なる場合、この信号ユニッ

トは破棄される。

5.2.3　確認応答

着側信号リンク端末では、最後に受理したＭＳＵのＦＳＮを、着側が次に送出する信号ユニットの

ＢＳＮとすることにより、受理した信号ユニットに対する確認応答を行う。以後、着側から送出され

る信号ユニットに付与されるＢＳＮは、次のＭＳＵが受理されるまで、同一の値に保持される。受理

されたＭＳＵに対する確認応答は、以前に受理されたが、未だ発側に確認応答の届いていない全ての

ＭＳＵに対する確認応答をも兼ねる。
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5.2.4　否定応答

否定応答は、送出する信号ユニットのＢＩＢの値を反転させることにより示される。このＢＩＢの

値は、次の否定応答を送出する時までの間、以後送出される信号ユニットに付与される。この時、Ｂ

ＳＮは、最後に正しく受信したＭＳＵのＦＳＮの値を有する。

5.3　再　送

5.3.1　確認応答に対するレスポンス

発側信号リンク端末では、誤り検査符号のチェックの結果、正常と判定された有意信号ユニット

（ＭＳＵ）及びフィルイン信号ユニット（ＦＩＳＵ）の逆方向シーケンス番号（ＢＳＮ）が調べられ

る。このＢＳＮと等しい値の順方向シーケンス番号（ＦＳＮ）をもつ送出済のＭＳＵは、再送する必

要がなく、更にそれにより前に送出されたＭＳＵも、たとえ対応するＢＳＮが受信されていなくとも

確認応答を受けたものとみなされ、再送の対象からはずされる。

一方、再送のために保持されているどのＭＳＵのシーケンス番号とも等しくない逆方向シーケンス

番号（ＢＳＮ）が受信されると、そのＢＳＮは無視される。

再送バッファの少なくとも先頭のＭＳＵに対して、一定時間内に新たな確認応答が受信されないと

きには、タイミング機能により、確認応答の過度の遅れを検出する。

この場合のような確認応答の過度の遅れの時には、応答遅延監視法*を用い信号リンク障害と判断

し、レベル３へ通知する。

　※　応答遅延監視（ループ監視）法

 (1) 　概　要

ループ監視法は、送出信号ユニットに対する確認応答が届くまでに要する時間を監視する。確認応

答を受けていない最初の有意信号ユニット（ＭＳＵ）送信時、応答遅延タイマＴ７をスタートしタイ

ムアウト時には応答遅延過多（ループＮＧ）と判定する。

 (2) 　ループ監視法の実現のために、監視タイミングＴ lが、設定される。

 (3) 　上記の２種のパラメータ値を以下のように定める。

・　Ｔ l ＝１００ｍｓ

・　Ｔ７ ＝　２　 sec（ 48 Ｋｂ／Ｓ）

  　　３　 sec（ 4.8Ｋｂ／Ｓ）

5.3.2　否定応答に対するレスポンス

受信信号ユニットの逆方向状態表示ビット（ＢＩＢ）が、最後に送出した順方向状態表示ビット

（ＦＩＢ）と値が不一致の場合、受信信号ユニットの逆方向シーケンス番号（ＢＳＮ）より１大きい

（モジュロ１２８）順方向シーケンス番号（ＦＳＮ）を有する有意信号ユニット（ＭＳＵ）から順に

再送が行われる。

この時、新しいＭＳＵの送出は、一時中断され、再送が終了した後に行われる。

再送を開始する際、ＦＩＢの値は反転され、再送を要求している受信信号ユニットのＢＩＢの値に

合わせられる。新しいＦＩＢの値は、新たに再送が開始されるまでは、同一の値が以後送出される信

号ユニットに付与される。

否定応答の返送を行っていないのに、相手局から再送の開始を示すＦＩＢをもつ信号ユニットを受

信した場合、その信号ユニットは捨てられる。
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６．初期設定手順

6.1　概　要

信号リンク初期設定手順は、新設リンクあるいは障害と検出されたリンクを運用に供するために、リ

ンク両端の局において実施される一連の手続きである。この初期設定手順は、初期設定すべき信号リン

クに対してのみ適用される。

6.2　初期設定状態表示信号

初期設定手順では、３種類の状態信号を設ける。

ＳＩＯ Status Indication “Out of alignment”

ＳＩＥ Status Indication “Emergency alignment”

ＳＩＯＳ Status Indication “Out of Service”

これら３種は、リンク状態信号ユニット（ＬＳＳＵ）の状態表示（ＳＦ）の内容により規定される。

初期設定状態表示信号の送出条件

 (1) 　ＳＩＯ………信号リンクが起動され、かつＳＩＯ，ＳＩＥのいずれも受信されない時に送出する。

 (2) 　ＳＩＥ………信号リンクを起動後、ＳＩＯ又はＳＩＥを受信したとき。

 (3) 　ＳＩＯＳ……自局が送受信不可能な状態にあることを相手局に知らせる時に送出する。



ＪＴ－Ｑ７０３ - 10 -

6.3　信号リンクの初期設定

初期設定手順では、次の５状態を経る。

なお、リンク確立制御状態図を図６－１／ＪＴ－Ｑ７０３に示す。

状態番号 内 容

０ 空　　（装置停止）

１

相手局起動待

信号リンクは、相手局起動待でＳＩＯを送出している状態。状態１へ移行した

時、Ｔ２タイマを開始する。Ｔ２タイムアウト時には、状態１より再開する。

２

初期設定終了待

信号リンクは、初期設定終了待で、ＳＩＥを送出している状態。ＳＩＥ，ＳＩＯ

Ｓは受信していない。状態２へ移行した時、Ｔ３タイマを開始する。Ｔ３タイム

アウト時には、状態１より再開する。

３ 検証中

信号リンクはＳＩＥを送出している状態で、ＳＩＯ，ＳＩＯＳは受信していな

い。

４

相手局検証終了待

信号リンクはＦＩＳＵを送出している状態で、ＳＩＯ，ＳＩＯＳは受信していな

い。状態４へ移行した時、Ｔ１タイマを開始する。Ｔ１タイムアウト時には、状

態１より再開する。

各状態におけるタイミングの値

状　　態　　名 記　号 意　　　　　味 値

相 手 起 動 待 Ｔ２ 期待信号（ＳＩＯまたはＳＩＥ）待時間

の限界値

８min

／

５sec

初期設定終了待 Ｔ３ 期待信号（ＳＩＥ）待時間の限界値 ３sec

検　　証　　中 Ｔ４ 信号リンク検証期間 ３sec

相手局検証終了待 Ｔ１ 期待信号（ＦＩＳＵまたは、ＭＳＵ）待

時間の限界値

15 sec
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７．レベル２フロ－制御

7.1　概　要

フロー制御は、レベル２輻輳制御に用いられる。

輻輳状態を検出した局では、ＢＳＮの更新をやめ、相手局で輻輳状態かリンク障害なのかを区別出来

るよう、ＳＩＢを送出する。

（注）輻輳検出局では送信処理は継続する。ＳＩＢ受信局では、送信処理は継続する。

ＳＩＢ　：　Status Indication “Busy”

7.2　輻輳検出

レベル２からレベル３へ信号メッセ－ジの転送が不可能な状態となった場合、レベル２輻輳とみなす。

7.3　輻輳状態での処理

輻輳状態を検出した局では周期的にＳＩＢ信号を、相手局へ送出する。（送出周期は 11 章に示

す。）

検出局は、輻輳を検出したＭＳＵ及びそれ以降のＭＳＵに対する確認応答は送出せず、ＢＳＮの更新

は行わない。

ＳＩＢ信号を受信した局では応答遅延タイマＴ７をリスタートし、確認応答監視時間を遅らせる。又

ＳＩＢ信号初回受信時には、輻輳監視タイマＴ６をスタートさせる。Ｔ６タイムアウト時にはリンク障

害と判定し信号リンクの初期設定を開始する。（輻輳ＮＧ）

7.4　輻輳解除

輻輳検出側で輻輳解除を検出すると、ＳＩＢ信号の送出をやめ、通常処理に戻り、ＢＳＮの更新を開

始する。

相手局では、確認待信号に対する確認応答受信時、輻輳監視タイマＴ６をストップし通常処理に戻る。
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８．信号リンク誤り監視

8.1　概　要

信号リンク誤り監視法には、次の２種がある。

種　　　　別 内　　　　　容

（１）信号ユニット誤り率

監視法（ＳＵＥＲＭ*１）

運用中の信号リンクの劣化状況を監視し、リンク運用継続可

か否かの判定基準値を有する。

（２）初期設定用誤り率

監視法（ＡＥＲＭ*２）

リンク初期設定時の検証中において適用され検証完了か否か

の判定基準値を有する。

＊1：Signal Unit Error Rate Monitor

＊2：Alignment Error Rate Monitor

8.2　信号ユニット誤り率監視法

8.2.1　誤り率監視パラメ－タ

誤り率監視は次のパラメータで決定される。

Ｔ／Ｄ　：　誤り率過多と判定される最大連続誤り受信信号ユニット数

１／Ｄ　：　誤り率過多と判定される最小の信号ユニット誤り率

8.2.2　判定方法

ＳＵＥＲＭは、リーキー・バケット（leaky bucket）の原理に基づく監視法であり１つの上昇／下降

カウンタにより実現される。このカウンタは、１（正規化*）信号ユニット受信毎にその信号ユニッ

トが正常の場合１ずつ減算される。もし、その信号ユニットが誤りの場合にはＤ加算される。ただし、

カウンタ値が０の場合には減算されない。（正規化）信号ユニットが誤り受信された結果、カウンタ

値がＴに達した場合誤り率過多と判定される。

＊本方式では監視タイミングＴｅを設け、Ｔｅ間に受信した信号ユニットの有無にかかわらず１正規

化信号ユニットを受信したものとして監視を行う。

8.2.3　監視方法

8.2.2 項で記述したように、定時間内での誤り報告の有無でカウントしており、エラー信号を検出

すると正常信号受信までのＴｅの間に信号受信通知がなくてもカウンタを加算する。正常信号を受信

すると次の信号受信までのＴｅの間に信号受信通知がなくてもカウンタを減算する。

8.2.4　カウンタ初期値

カウンタは、信号リンクが運用に供される時、０（零）に初期設定される。

8.2.5　パラメータ値

上記３つのパラメータＴ，Ｄ，Ｔｅの規定値を以下に示す。

Ｔ　＝　２８５

Ｄ　＝　１６

Ｔｅ＝　２４ｍｓ

信号ユニット誤り率監視部（ＳＵＥＲＭ）の状態遷移図を図８－１／ＪＴ－Ｑ７０３に示す。
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8.3　初期設定用誤り率監視法

8.3.1　監視方法

ＡＥＲＭは、信号リンク初期設定時の検証期間において適用されるもので、１つの上昇カウンタに

より実現される。

8.3.2　カウンタ

このカウンタは、初期設定手順で検証中状態へ遷移する時、０に初期設定される。その後、誤り

（正規化）信号ユニットを受信する毎に１加算される。

8.3.3　監視状態制御

一定の検証期間（Ｔ4 ）後、カウンタ値がＴｉ　に達していると、その時の検証期間は無効となる。

その後、再び次の検証期間へ入る。

検証期間終了時点で、カウンタ値＜Ｔｉ　であって、かつＳＩＯ，ＳＩＯＳを受信していなければ検

証は終了する。

8.3.4　パラメ－タ値

上記２つのパラメータＴｉ　とＴ4 及び監視タイミングＴｅの規定値を以下に示す。

Ｔｉ ＝１（正規化）　信号ユニット

Ｔ4 ＝３ｓｅｃ

Ｔｅ＝２４ｍｓ
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９．レベル２のコード化と優先度表示

9.1　リンク状態信号ユニット（ＬＳＳＵ）

9.1.1　ＬＳＳＵは、信号長表示（ＬＩ）の値により他の信号ユニット（即ちＭＳＵ、ＦＩＳＵ）と区別さ

れる。ＬＳＳＵに対応するＬＩ値は、１であり、ＬＩ＝１ならば、リンク状態表示（ＳＦ）は１オク

テット構成である。

9.1.2　ＬＩ＝１の場合のＳＦのフォーマット及び状態表示（ＳＴＩ）フィールドのコード化を以下に示す。

9.1.3　リンク状態表示信号（ＬＳＳＵ）については６章、７章に明記されている。

　そのコードは以下のとおりである。

ＳＴＩ

Ｃ　　Ｂ　　Ａ ＬＳＳＵ種別

０　　０　　０ ＳＩＯ

０　　１　　０ ＳＩＥ

０　　１　　１ ＳＩＯＳ

１　　０　　１ ＳＩＢ

送出方向

ＳＦ　：リンク状態表示
ＳＴＩ：状態表示

Ｓ　Ｆ

Ｈ　Ｇ　Ｆ　Ｅ　Ｄ　Ｃ　Ｂ　Ａ

ＳＴＩ
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9.2　レベル２内での送出優先度

9.2.1　信号種類

　次の５種類の信号を送出できる。

(1) 　新規送出ＭＳＵ

(2) 　再送ＭＳＵ

(3) 　ＬＳＳＵ

(4) 　ＦＩＳＵ

(5) 　フラグ

9.2.2　優先度規定

優先度規定としては、下表のように規程される。

送出優先度 信　号　種　類

高 １ ＬＳＳＵ

２ 再送ＭＳＵ

３ 新規送出ＭＳＵ

４ ＦＩＳＵ

低 ５ フラグ

9.2.3　優先度表示

有意信号ユニット（ＭＳＵ）は、その種別に応じて、更に４つの優先度クラスに分けられる。

各優先度クラスは、信号長表示（ＬＩ）オクテットの上位２ビットによって識別される。

ＰＲＩコード

Ｈ　　Ｇ

優 先 度 ク ラ ス 信　　号　　種　　別

１　　１

１　　０

０　　１

０　　０

１　（高）

２

３

４　（低）

　網管理信号等

*１

注）＊1：優先度クラス２，３，４の信号種別については、ユーザ部において規定される。

送出方向

Ｈ　Ｇ　Ｆ　Ｅ　Ｄ　Ｃ　Ｂ　Ａ

ＬＩＰＲＩ

ＬＩオクテット
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10．プロセッサー障害

　信号リンク部においては、プロセッサー障害を考慮しない。

11．レベル２準正常

 (1) 　ＣＲＣチェックエラー時の処置

 (a) 　ＣＲＣチェックエラーとなった信号ユニットは、廃棄する。

 (b) 　エラーとしてカウントアップする。（信号ユニット誤り率監視法による。）

 (2) 　ＬＳＳＵの信号交差の処置

リンク確立制御（図６－１／ＪＴ－Ｑ７０３）で規程する。

 (3) 　未定義信号ユニット受信時の処置

信号ユニットは廃棄する。

 (4) 　ＬＳＳＵ信号の送出周期

ＬＳＳＵ信号の送出周期は以下のとおりである。

 (a) 　ＳＩＢ ―― Ｔ５＝２００ｍｓ

 (b) 　ＳＩＯ ――― Ｔｏ ＝２４ｍｓ

 (c) 　ＳＩＥ ――― Ｔａ ＝２４ｍｓ

 (d) 　ＳＩＯＳ ―― Ｔｓ ＝２４ｍｓ（約３秒間）

 (5) 　ＦＩＳＵ信号の送出周期

ＦＩＳＵ信号の送出周期は以下のとおりである。

 (a) 　運用中 ――――― Ｔf ＝７２ｍｓ／２４ｍｓ（４.８Kbit/s／４８Kbit/s，６４Kbit/s）

 (b) 　相手局検証終了待 ―― ２４ｍｓ

12．レベル２各種定数

レベル２で使用する各種定数の値を表１２－１／ＪＴ－Ｑ７０３に示す。
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図１－１／ＪＴ－Ｑ７０３　信号リンク機能部構成

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）
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ａ．フィルイン信号ユニット（ＦＩＳＵ）：ＬＩ＝０

ｂ．リンク状態信号ユニット（ＬＳＳＵ）：ＬＩ＝１

ｃ．有意信号ユニット（ＭＳＵ）：ＬＩ≧３

　注）Ｆ　　：フラグ

ＢＳＮ：逆方向シーケンス番号

ＢＩＢ：逆方向状態表示ビット

ＦＳＮ：順方向シーケンス番号

ＦＩＢ：順方向状態表示ビット ：信号転送制御情報

ＬＩ　：信号長表示 （ＭＴＰ情報）部

ＰＲＩ：優先度表示

ＣＫ　：誤り検査符号

ＳＦ　：リンク状態表示

ＳＩＦ：信号情報部

ＳＩＯ：サービスオクテット

図２－１／ＪＴ－Ｑ７０３　信号ユニットのフォーマット、ビット送出順序

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

送出方向

Ｆ ＢＳＮＦＳＮＬＩＣＫ Ｆ
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図６－１／ＪＴ－Ｑ７０３　リンク確立制御
（ＩＴＵ―Ｔ　Ｑ．７０３）
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図８－１／ＪＴ－Ｑ７０３　信号ユニット誤り率監視部（ＳＵＥＲＭ＊）

＊Signal Unit Error Rate Monitor

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）
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表１２－１／ＪＴ－Ｑ７０３　レベル２　各種定数一覧

（１／２）

項

番

定数名

(略号)

名　　　称 意　　　味 値 記　　事

１ Ｔ１

相手局検証

終了待タイマ

相手局検証終了待におけ

るＦＩＳＵｏｒＭＳＵの

受信待限界タイミング

15 sec

２ Ｔ２

相手局起動待

タイマ

相手局起動待における

ＳＩＯ  or ＳＩＥの受信

待限界タイミング

８min

　／

５sec

値はレベル２の実現方式

による

３ Ｔ３

初期設定終了待

タイマ

初期設定終了待における

ＳＩＥの受信待限界タイ

ミング

３sec

４ Ｔ４ 検証期間タイマ

信号リンクの初期設定時

の１回の検証時間

３sec

５ Ｔ５

ＳＩＢ信号送出

タイマ

輻輳検出局にて、輻輳検

出時のＳＩＢ信号送出間

隔

200ms ＢＳＮは更新しない

６ Ｔ６

相手局輻輳監視

タイマ

ＳＩＢ信号受信後、Ｔ６

間輻輳解除がない場合リ

ンクダウン

３sec(SEP)

５sec(STP)

(48kb/s,64kb/s)

10sec(4.8kb/s)

７ Ｔ７ 応答遅延タイマ

送信信号に対する確認応

答がＴ７以内になければ

リンクダウン

２sec

(48kb/s,64kb/s)

３sec(4.8kb/s)

８ Ｌ 検証許容回数

検証中、受信エラーが発

生した場合、最高Ｔ４×

Ｌの検証終了後、リンク

ダウンする

 5 回

９ Ｔ 誤り率過多基準値

ＳＵＥＲＭでの誤り率過

多と判定する基準値

285 カウンタを次のように更

新する

　エラー受信なし－１

　エラー受信あり＋16

10 Ｔｆ

ＦＩＳＵ信号送信

タイマ (FISU 送出

間隔）

送出ＭＳＵが無い場合の

ＦＩＳＵの送出する間隔

24ms

(48kb/s,64kb/s)

72ms(4.8kb/s)

注．左記は運用中の値で

あり相手局検証終了待

の状態ではリンク速度

によらず 24ms である
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表１２－１／ＪＴ－Ｑ７０３　レベル２　各種定数一覧

（２／２）

項

番

定数名

(略号)

名　　　称 意　　　味 値 記　　事

11 －

アウトスタンディ

ング数

確認応答を待たずに送出

できるＭＳＵの数

＊

40 個

＊4.8Kb/s 電話ユーザ部

の場合の参考値

12 To,Ta

SIO,SIE 信号送信

タイマ(SIO, SIE 送

出間隔)

初期設定、検証中に用い

るＳＩＯ、ＳＩＥ信号の

送出する間隔

24ms

13 Ｔｉ ＡＥＲＭ基準値

検証中において検証不良

と判定するエラー受信信

号数

１個

14 Ｔｅ

誤り率監視タイマ

（信号ユニット正

規化時間）

誤り率監視のための正規

化時間

24ms

15 Ｔｓ

ＳＩＯＳ信号送信

タイマ (SIOS 送出

間隔）

停止中に移行する時、送

出するＳＩＯＳの送出間

隔

24ms

16 －

ＳＩＯＳ送出時間 停止中に移行する時、周

期的にＳＩＯＳを送出す

る時間

３sec
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13．レベル２ＳＤＬ

　レベル２の機能ブロック図を図１３－１／ＪＴ－Ｑ７０３に示す。

　また，状態遷移図（ＳＤＬ）を各機能ブロック毎に記述する。

　

　（１）機能ブロック図 ・・・　図１３－１／ＪＴ－Ｑ７０３

　（２）リンク状態制御部（ＬＳＣ） ・・・　図１３－２／ＪＴ－Ｑ７０３

　（３）初期設定制御部（ＩＡＣ） ・・・　図１３－３／ＪＴ－Ｑ７０３

　（４）同期制御および誤り検出部：受信 ・・・　図１３－４／ＪＴ－Ｑ７０３

（ＤＡＥＤＲ）

　（５）同期制御および誤り検出部：送信 ・・・　図１３－５／ＪＴ－Ｑ７０３

（ＤＡＥＤＴ）

　（６）基本送信制御部（ＴＸＣ） ・・・　図１３－６／ＪＴ－Ｑ７０３

　（７）基本受信制御部（ＲＣ） ・・・　図１３－７／ＪＴ－Ｑ７０３

　（８）初期設定誤り率監視部（ＡＥＲＭ） ・・・　図１３－８／ＪＴ－Ｑ７０３

　（９）信号ユニット誤り率監視部（ＳＵＥＲＭ） ・・・　図１３－９／ＪＴ－Ｑ７０３

　（10）輻輳制御部（ＣＣ） ・・・　図１３－１０／ＪＴ－Ｑ７０３
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表１３－１／ＪＴ－Ｑ７０３　図１３－１～１０／ＪＴ－Ｑ７０３にて用いられる略号およびタイマ

　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

ＡＥＲＭ 初期設定誤り率監視 Ｔ１　相手局検証終了待タイマ

ＢＩＢ 逆方向状態表示ビット Ｔ２　相手局起動待タイマ

ＢＩＢＲ 受信ＢＩＢ Ｔ３　初期設定終了待タイマ

ＢＩＢＴ 送信ＢＩＢ Ｔ４　検証期間タイマ

ＢＩＢＸ 期待ＢＩＢ Ｔ５　ＳＩＢ信号送信タイマ

ＢＳＮ 逆方向シーケンス番号 Ｔ６　相手局輻輳監視タイマ

ＢＳＮＲ 受信ＢＳＮ Ｔ７　応答遅延タイマ

ＢＳＮＴ 送信ＢＳＮ Ｔａ　ＳＩＥ信号送信タイマ

Ｃ ＳＩＯＳ送信カウンタ Ｔｅ　誤り率監視タイマ

（図１３－２／ＪＴ－Ｑ７０３） Ｔｆ　ＦＩＳＵ信号送信タイマ

Ｃ アボート検証カウンタ Ｔｏ　ＳＩＯ信号送信タイマ

（図１３－３／ＪＴ－Ｑ７０３） Ｔｓ　ＳＩＯＳ信号送信タイマ

Ｃ１ 検証不良カウンタ

（図１３－３／ＪＴ－Ｑ７０３）

Ｃ ＴＢ内ＭＳＵカウンタ

（図１３－６／ＪＴ－Ｑ７０３）

Ｃ ＡＥＲＭカウンタ

（図１３－８／ＪＴ－Ｑ７０３）

Ｃ ＳＵＥＲＭカウンタ

（図１３－９／ＪＴ－Ｑ７０３）

ＣＣ 輻輳制御

ＤＡＥＤＲ 同期制御および誤り検出（受信）

ＤＡＥＤＴ 同期制御および誤り検出（送信）

ＦＩＢ 順方向状態表示ビット

ＦＩＢＲ 受信ＦＩＢ

ＦＩＢＴ 送信ＦＩＢ

ＦＩＢＸ 期待ＦＩＢ

ＦＩＳＵ フィルイン信号ユニット

ＦＳＮ 順方向シーケンス番号

ＦＳＮＣ 相手局レベル２にて受け付けられた

最終ＭＳＵの順方向シーケンス番号

ＦＳＮＦ ＲＴＢ内の最も古いＭＳＵのＦＳＮ

ＦＳＮＬ ＲＴＢ内の最も新しいＭＳＵのＦＳＮ

ＦＳＮＲ 受信ＦＳＮ

ＦＳＮＴ 送信ＦＳＮ

ＦＳＮＸ 期待ＦＳＮ

ＩＡＣ 初期設定制御

Ｌ２ レベル２

Ｌ３ レベル３

ＬＳＣ リンク状態制御

ＭＧＭＴ 管理機能（ＴＴＣ標準では規定せず）

ＭＳＵ 有意信号ユニット

Ｎ 正常なＳＵカウンタ

ＮＡＣＫ 否定確認

ＲＣ 受信制御

ＲＴＢ 再送バッファ

ＳＩＢ 状態表示‘Ｂ’（ビジー）

ＳＩＥ 状態表示‘Ｅ’（緊急初期設定）

ＳＩＯ 状態表示‘Ｏ’（同期外れ）

ＳＩＯＳ 状態表示‘ＯＳ’（アウトオブサービス）

ＳＵ 信号ユニット

ＳＵＥＲＭ 信号ユニット誤り率監視

Ｔ ＳＵＥＲＭしきい値

ＴＢ 送信バッファ

Ｔｉ ＡＥＲＭしきい値

ＴＸＣ 送信制御
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ＡＥＲＭ

図１３－１／ＪＴ－Ｑ７０３　レベル２機能ブロック図
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

ＬＳＣ

ＬＳＣ

図 13-6/JT-Q703

図 13-5/JT-Q703

図 13-9/JT-Q703
図 13-10/
JT-Q703

図 13-4/JT-Q703

図 13-7/JT-Q703

図 13-3/JT-Q703

ＤＡＥＤＲ
図 13-8/JT-

Q703

ＳＵＥＲＭ

ＳＵＥＲＭ

信号ユニット

開始

送信要求

ＳＩＢ送信

ＲＴＢ

ＴＢ

開始
開始１
停止
FISU/MSU 受信
リンク障害

ＳＩＯ
ＳＩＯＳ
FISU/MSU 受信
ＳＩＥ

初
期
設
定

誤
り
率
監
視

AERM

開始

停止

初期設定
終了待設定
初期設定
終了待解除

ＳＩＥ
ＳＩＯＳ
ＳＩＯ

ＳＩＯ送信
ＳＩＥ送信
運用中

ＩＡＣ

初
期
設
定
制
御

初期設定完了

開始
ＳＩＯＳ送信
ＦＩＳＵ送信
ＭＳＵ送信
回収要求と FSNC
回収要求

回収メッセージ

回収完了

リンク障害

エラーＳＵ

Ｒ　Ｃ

受
　
信
　
制
　
御

ビジー

正常

信号ユニット

開始

エラーＳＵ

ＢＳＮＴ回収
開始
停止

JT-Q702JT-Q704

図 13-2/JT-Q703

開始

停止

リンク障害

インサービス
アウトオブ

サービス

開始
停止
ＢＳＮＴ回収
回収要求と FSNC
全メッセージ

回収要求

受信メッセージ

ＢＳＮＴ

ＬＳＣ

リ
　
ン
　
ク
　
状
　
態
　
制
　
御

送信メッセージ

ＦＳＮＴ値

検証不良

ＮＡＣＫ送信
ＦＳＮＸ値
BSNR/BIBR
FIBR/FSNR
ＳＩＢ受信

レ
　
ベ
　
ル
　
３

正常ＳＵ
エラーＳＵ

リンク障害

送信ビット

開始

停止

受信ビット

Ｃ　Ｃ

輻
　
輳
　
制
　
御

信
号
ユ
ニ
ッ
ト

誤
り
率
監
視

SUERM

同
期
制
御
お
よ
び

誤
り
検
出
制
御
・

送
信

DAEDT
ＴＸＣ

送
　
信
　
制
　
御

同
期
制
御
お
よ
び

誤
り
検
出
制
御
・

受
信

DAEDT

レ
　
ベ
　
ル
　
１
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図１３－２／ＪＴ－Ｑ７０３（１／４）　リンク状態制御（ＬＳＣ）
 （ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

Ｎ

Ｙ

01 アウトオブ
サービス

BSNT 回収
LSC－＞ RC

BSNT 回収
L3－＞ LSC

回収要求と FSNC
L3－＞ LSC

回収要求と FSNC
LSC－＞ TXC

開　始
L3－＞ LSC

Ｔｓ停止

開　始
LSC－＞ RC

開　始
LSC－＞ TXC

開　始
LSC－＞ IAC

02
初期設定

全ﾒｯｾｰｼﾞ 回収要求
L3－＞ LSC

回収要求
LSC－＞ TXC

01 アウトオブ
サービス

Ｃ: = Ｃ＋１

Ｃ≧１２５

Ｔｓ開始

SIOS 送信
LSC－＞ TXC

＿＿
Ｔｓ
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図１３－２／ＪＴ－Ｑ７０３（２／４）　リンク状態制御（ＬＳＣ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

BSNT 回収
L3－＞ LSC

BSNT 回収
LSC－＞ RC

全ﾒｯｾｰｼﾞ 回収要求
L3－＞ LSC

回収要求
LSC－＞ TXC

停　止
L3－＞ LSC

停　止
LSC－＞ IAC

停　止
LSC－＞ RC

Ｃ: = ０

Ｔｓ開始

SIOS 送信
LSC－＞ TXC

01 アウトオブ
サービス

初期設定完了
IAC－＞ LSC

開　始
LSC－＞ SUERM

Ｔ１開始

FISU 送信
LSC－＞ TXC

03 初期設定
準備完了

02
初期設定

回収要求と FSNC
L3－＞ LSC

回収要求と FSNC
LSC－＞ TXC

02
初期設定
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図１３－２／ＪＴ－Ｑ７０３（３／４）　リンク状態制御（ＬＳＣ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

停　止
L3－＞ LSC

Ｃ: = ０

Ｔ１停止

停　止
LSC－＞ IAC

01 アウトオブ
サービス

停　止
LSC－＞ RC

停　止
LSC －＞ SUERM

Ｔｓ開始

SIOS 送信
LSC－＞ TXC

SIO, SIOS
RC－＞ LSC

＿＿
Ｔ１

03 初期設定
準備完了

リンク障害
SUERM－＞ LSC

Ｔ１停止

02
初期設定

リンク障害
LSC－＞ IAC

停　止
LSC－＞ SUERM

FISU/MSU 受信
RC－＞ LSC

FISU/MSU 受信
LSC－＞ IAC

インサービス
LSC－＞ L3

04
インサービス

Ｔ１停止

MSU 送信
LSC－＞ TXC

Ｔ１停止
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図１３－２／ＪＴ－Ｑ７０３（４／４）　リンク状態制御（ＬＳＣ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

Ｃ：＝０

04
インサービス

リンク障害
SUERM－＞ LSC

ＳＩＯＳ
RC－＞ LSC

停　止
L3－＞ LSC

停　止
LSC－＞ RC

Ｔｓ開始

SIOS 送信
LSC－＞ TXC

01 アウトオブ
サービス

SIO,SIE
RC－＞ LSC

ｱｳﾄｵﾌﾞｻｰﾋﾞｽ
LSC－＞ L3

開始１
LSC－＞ IAC

02
初期設定

BSNT 回収
L3－＞ LSC

BSNT 回収
LSC－＞ RC

回収要求と FSNC
L3－＞ LSC

回収要求と FSNC
LSC－＞ TXC

全ﾒｯｾｰｼﾞ回収要求
L3－＞ LSC

回収要求
LSC－＞ TXC

04
インサービス

リンク障害
TXC－＞LSC

ｱｳﾄｵﾌﾞｻｰﾋﾞｽ
LSC－＞ L3

停　止
LSC－＞ SUERM

停　止
LSC－> SUERM

停　止
LSC－＞IAC

02
初期設定
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図１３－３／ＪＴ－Ｑ７０３（１／３）　初期設定制御（ＩＡＣ）

 （ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

開　始

LSC－＞ IAC

SIO 送信

IAC－＞ TXC

開始１

LSC－＞ IAC

SIO,SIE

RC－＞ IAC

停　止

LSC－＞ IAC
――
Ｔ２

――
Ｔｏ

初期設定

終了待

02

①

①

Ｔｏ開始

Ｔ２開始

Ｔ２停止

Ｔｏ停止 Ｔ２停止

Ｔｏ停止 Ｔｏ開始

Ｔｏ停止
SIO 送信

IAC－＞ TXC

SIE 送信

IAC－＞ TXC

Ｔａ開始

Ｔ3 開始

初期設定終了待設定

IAC－＞ RC

空
00

相手局

起動待

01

空
00 相手局

起動待

01
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図１３－３／ＪＴ－Ｑ７０３（２／３）　初期設定制御（ＩＡＣ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

Ｃ：＝０
C1：＝０

①

02 初期設定
終了待

SIE
RC－＞ IAC

開　始
IAC－＞ AERM

Ｔ３停止

Ｔａ停止

Ｔ４開始

初期設定終了待解除
IAC－＞ RC

停　止
LSC－＞ IAC

Ｔ３停止

Ｔａ停止

初期設定終了待解除
IAC－＞ RC

00
空

Ｔａ停止

初期設定終了待解除
IAC－＞ RC

SIOS
RC－＞ IAC

Ｔ３停止

＿＿
Ｔａ

SIE 送信
IAC－＞ TXC

Ｔａ開始

02 初期設定
終了待

＿＿
Ｔ３

03
検証中
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C1≧Ti

②

①

①

②

③

③

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

C：＝C＋１Ｔａ停止

＿＿
Ｔ４

SIOS
RC－＞ IAC

停　止
LSC－＞ IAC

検証不良
AERM－＞ IAC

SIO
RC－＞ IAC

＿＿
Ｔａ

C1：＝０

Ｃ＝Ｌ

初期設定完了
IAC－＞ LSC

停　止
IAC－＞ AERM

04 相手局検証
終了待

SIO
RC－＞ IAC

Ｔａ開始

Ｔ３開始

02 初期設定
終了待

SIOS
RC－＞ IAC

リンク障害
LSC－＞ IAC

FISU/MSU 受信
LSC－＞ IAC

停　止
LSC－＞ IAC

運用中
IAC－＞ TXC

00
空

SIE 送信
IAC－＞ TXC

Ｔａ開始

03
検証中

Ｔ４停止Ｔ４停止 C1：＝C1＋１

Ｔａ停止Ｔ４停止

Ｔａ停止
停　止

IAC－＞ AERM

停　止
IAC－＞ AERM 00

空

03
検証中

停　止
IAC－＞ AERM

Ｔ３開始

02 初期設定
終了待

03
検証中

図１３－３／ＪＴ－Ｑ７０３（３／３）　初期設定制御（ＩＡＣ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）



- 33 - ＪＴ－Ｑ７０３

図１３－４／ＪＴ－Ｑ７０３（１／２）　同期制御および誤り検出：受信（ＤＡＥＤＲ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

フラグ間のビット数

ゼロ削除開始

開　始

RC－＞ DAEDR

空
00

フラグ検出

開始

ビット計数

開始

連続した７個の

‘１’検出開始

検査符号制御

開始

インサービス
01
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誤り検査符号
削除

Ｎ

Ｙ

受信ビット数

０

ゼロ削除後の
フラグ間

ゼロ削除前

Ｎ×8(５≦Ｎ＜279) その他

01
インサービス

ビット受信

正常な誤り検査
符号

信号ユニット
DAEDR－＞ RC

正常ＳＵ
DAEDR－＞ SUERM

01
インサービス

受信ビット
廃棄

エラーＳＵ
DAEDR－＞ SUERM

エラーＳＵ
DAEDR－＞ AERM

フラグなしに
279 オクテット

エラーＳＵ
DAEDR－＞ SUERM

エラーＳＵ
DAEDR－＞ AERM

01
インサービス

連続する
７個の‘１’

図１３－４／ＪＴ－Ｑ７０３（２／２）　同期制御および誤り検出：受信（ＤＡＥＤＲ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）
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図１３－５／ＪＴ－Ｑ７０３　同期制御および誤り検出：送信（ＤＡＥＤＴ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

送信要求

DAEDT－＞ TXC

開　始

TXC－＞ DAEDT

誤り検査符号

生成

信号ユニット

TXC－＞ DAEDT

ゼロ挿入

フラグ生成

連続する５個の‘１’の後

空
00

インサービス
01

送信ビット

DAEDT－＞ L1

送信要求

DAEDT－＞ TXC

インサービス
01
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図１３－６／ＪＴ－Ｑ７０３（１／４）　基本送信制御（ＴＸＣ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

開　始

TXC－＞ DAEDT

開　始

LSC－＞ TXC

ＲＴＢ満杯表示

解除

信号速度

ＳＩＢ受信表示

解除

ＬＳＳＵ送信可

表示解除

ＭＳＵ禁止表示

解除

Ｔ７設定

運用中表示解除

　FSNL:=FSNT:=127
　FSNX:=0
　FIB:=BIB:=1

FSNF := 0

   C := 0

②

インサービス
01

空
00
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TB から最も
高優先度クラスの
MSU 取出し

Ｙ

48Kbps64Kbps 4.8Kbp

SIOS 送信
LSC－＞ TXC

Ｔ７停止

Ｎ

Ｎ

Ｙ

Ｙ

Ｎ

FSNL=FSNF
Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

FSNT≠FSNL; 再送ｻｲｸﾙ中
FSNT は最後に送出された
MSU の FSN

C=0 は TB が空きで
あることを示す

RTB 空き

MSU を RTB に
保持

アウトスタンディング
数＝40 はガイドライン

Ｙ

インサービス
01

②

④

④

①

③

③

SIO,SIE 送信
IAC－＞ TXC

SIB 送信
CC－＞ TXC

＿＿
Ｔ６

開始
LSC－＞ TXC

送信要求
DAEDT－＞ TXC

＿＿
Ｔｆ

Ｔｆ停止

Ｔ７停止

FSNT 値
TXC－＞ RC

BIBT:=BIB
BSNT:=FSNX-1
FIBT:=FIB

信号ユニット
TXC－＞ DAEDT

RTB 満杯表示
設定

LSSU 送信可表示
設定

状態表示挿入

LSSU は SIB

LSSU 送信可表示
解除

FSNT:=FSNL

リンク障害
TXC－＞ LSC

Ｔ７停止

SIB 受信表示
解除

FSNL=FSNF+40

LSSU 送信可表示
設定済

MSU 送信禁止表示
設定済

FSNT=FSNL

Ｃ  ＝  ０

RTB 満杯表示
設定済

Ｔｆ停止

Ｃ：＝Ｃ－１

　FSNL:=FSNL+1
　FSNT:=FSNL

ＦＩＳＵ生成

FSNT:=FSNL

Ｔｆ停止

Ｔｆ開始

Ｔｆ開始

Ｔｆ開始 Ｔｆ開始

運用中表示設定済

信号速度

Ｔｆ停止

FSNT:=FSNT+1

RTB から MSU を
取り出し

インサービス
01

インサービス
01

インサービス
01

③

図１３－６／ＪＴ－Ｑ７０３（２／４）　基本送信制御（ＴＸＣ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）
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図１３－６／ＪＴ－Ｑ７０３（３／４）　基本送信制御（ＴＸＣ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

FISU 送信
LSC－＞ TXC

Ｔ７停止

MSU 禁止表示
設定

LSSU 送信可表示
解除

MSU 送信
LSC－＞ TXC

FSNL=FSNF

Ｔ７開始

MSU 禁止表示
解除

LSSU 送信可表示
解除

＿＿
Ｔ７

リンク障害
TXC－＞ LSC

Ｔ６停止

NACK 送信
RC－＞ TXC

　　　＿＿
BIB:= BIB

BSNR/BIBR
RC－＞ TXC

FSNF-1＜BSNR≦
FSNT

SIB 受信表示
設定済

SIB 受信表示
解除

Ｔ６停止

RTB 内の
FSN=BSNR までの

MSU 廃棄

FSNF:=BSNR+1

FSNL=FSNF-1

Ｔ７開始

RTB 満杯表示
解除

① ⑥

⑤

⑤

Ｔ７停止

FIB=BIBR

FIB:=BIBR
FSNT:=FSNF-1

インサービス
01

インサービス
01

インサービス
01

Ｎ

Ｙ

Ｎ

ＹＮ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

RTB 空き

Ｎ

Ｙ
RTB 空き



- 39 - ＪＴ－Ｑ７０３

図１３－６／ＪＴ－Ｑ７０３（４／４）　基本送信制御（ＴＸＣ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

FIBR/FSNR
RC－＞ TXC

BIB := FIBR
FSNX := FSNR+1

FSNX 値
RC－＞ TXC

FSNX 更新

送信メッセージ
L3－＞ TXC

MSU を TB に保持

C := C+1

回収要求と FSNC
LSC－＞ TXC

RTB 内の
FSN=FSNC までの

MSU 廃棄

FSNF:=FSNC+1

FSNL:=FSNC

回収メッセージ
TXC－＞ L3

RTB 満杯表示
解除

回収完了
TXC－＞ L3

C := 0

回収要求
LSC－＞ TXC

SIB 受信
RC－＞ TXC

Ｔ７停止

SIB 受信表示
設定済

Ｔ６開始

SIB 受信表示
設定

Ｔ７開始

運用中
IAC－＞ TXC

運用中表示設定

インサービス
01

Ｎ

Ｙ

⑥

RTB 内のメッセージに
TB 内のメッセージが
続く
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図１３－７／ＪＴ－Ｑ７０３（１／４）　基本受信制御（ＲＣ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

開　始

RC－＞ DAEDR

開　始

LSC－＞ RC

　FSNF := 0

　FSNT := 127

BSNT 回収

LSC－＞ RC

　FSNX := 0

　FIBX := 1

輻輳廃棄／受付け

表示解除

リンク切替中

表示解除

初期設定終了待

表示解除

BSNT:=FSNX-1

空
00

インサービス
01

BSNT

RC－> L3

空
00
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FSNT 値
TXC－＞ RC

インサービス
01

FSNF-1≦BSNR≦FSNT
Ｎ

Ｙ

FSNT 更新

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

BSNR/BIBR
RC－＞ TXC

RTB 内の BSNR

SIOS SIBSIOSIE

①

②

信号ユニット
DAEDR－＞ RC

信号ﾕﾆｯﾄ=LSSU

FIBR=FIBX

信号ユニット
廃棄

SIE
RC－＞ LSC

SIE
RC－＞ IAC

初期設定終了待
表示設定済

FIBR/FSNR
RC－＞ TXC

SIO
RC－＞ LSC

SIO
RC－＞ IAC

SIOS
RC－＞ LSC

SIOS
RC－＞ IAC

SIB 受信
RC－＞ TXC

LSSU 種別

リンク切替中表示
設定済

FSNF:=BSNR+1

インサービス
01

図１３－７／ＪＴ－Ｑ７０３（２／４）　基本受信制御（ＲＣ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）
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図１３－７／ＪＴ－Ｑ７０３（３／４）　基本受信制御（ＲＣ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

Ｎ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

②

FISU/MSU 受信
RC－＞ LSC

輻輳廃棄表示
設定済

FSNR=FSNX

信号ユニット
=MSU

受信メッセージ
RC－＞ L3

FSNX:= FSNX +1

輻輳受付け表示
設定済

FSNX 値
RC－＞ TXC

ビジー
RC－＞ CC

信号ユニット
廃棄

ビジー
RC－＞ CC FSNR=FSNX-1

信号ユニット
=FISU

NACK 送信
RC－＞ TXC

FIBX:=FIBX

信号ユニット
廃棄

インサービス
01
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図１３－７／ＪＴ－Ｑ７０３（４／４）　基本受信制御（ＲＣ）
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

正　常
RC－＞ CC

初期設定終了待
表示設定

実現方式により異なる。
規定せず

①

インサービス
01

初期設定終了待設定
IAC－＞ RC

停　止
LSC－＞ RC

初期設定終了待解除
IAC－＞ RC

BSNT 回収
LSC－＞ RC 輻輳廃棄 輻輳受付け 輻輳なし

初期設定終了待
表示解除

BSNT:=FSNX-1 輻輳廃棄表示
設定

輻輳受付け
表示設定

輻輳廃棄／受付け
表示解除

正　常
RC－＞ CC

FSNX 値
RC－＞ TXC

BSNT
RC－＞ L3

リンク切替中
表示解除

リンク切替中
表示設定

空
00

インサービス
01
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図１３－８／ＪＴ－Ｑ７０３　初期設定誤り率監視（ＡＥＲＭ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

検証不良

AERM－＞ IAC

開　始

IAC－＞ AERM

Ｃ：＝１ Ｃ  ＝  １
Ｎ

Ｙ

エラーＳＵ

DAEDR－＞ AERM

停　止

IAC－＞ AERM

Ｃ：＝０

Ｎ：＝０

Ｔｅ開始

――
Ｔｅ

Ｃ：＝０

Ｎ：＝０

空
00

監視中
01

Ｔｅ停止

Ｔｅ開始

監視中
01

空
00
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図１３－９／ＪＴ－Ｑ７０３　信号ユニット誤り率監視（ＳＵＥＲＭ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

リンク障害

SUERM－> LSC

開　始

LSC－＞ SUERM

Ｎ := Ｎ－１

Ｎ  ＜  Ｔ
Ｎ

Ｙ

Ｎ  ＞  ０
Ｎ

Ｙ

Ｃ  ＝  ０
Ｎ

Ｙ

C := 0

N := 0

Ｔｅ開始

――
Ｔe

Ｃ := ０ Ｃ := １

(D=16)

Ｎ := Ｎ＋Ｄ

(T=285)

空
00

①

①

インサービス
01

停　止

LSC－＞ SUERM

正常 SU

DAEDR－＞ SUERM

エラーSU

DAEDR－＞ SUERM

Ｔｅ停止

空
00

Ｔｅ開始

インサービス
01

空
00
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図１３－１０／ＪＴ－Ｑ７０３　輻輳制御（ＣＣ）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．７０３）

SIB 送信

CC－＞ TXC

正  常

RC－＞ CC

ビジー

RC－＞ CC

――
Ｔ５

空
00

Ｔ５開始

レベル２

輻輳

01

正　常

RC－＞ CC

ビジー

RC－＞ CC

Ｔ５停止

空
00
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